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 デュアルコム分光は、繰り返し周波数がわずかに異なる 2 台の光コムを光源として用い

た新しいフーリエ変換分光法である。近年、我々は本手法を固体試料分光に応用し、また、

コンパクトかつアライメント調整が容易なオールファイバ型デュアルコム分光計を開発し

てきた[1,2]。本研究では、オールファイバ型デュアルコム分光計にファイバブラッググレー

ティング（FBG）を組み込み、高速および高精度な温度測定の実現を目指した。 

図 1 に本研究に用いたオールファイバ型デュアルコム分光計の構成を示す。FBG センサ

の分光情報による温度測定のため、デュアルコム分光系のシグナルパスに FBG 温度センサ

を組み込んだ。FBG の周りに配置した温度コントローラーで温度変化を与え、デュアルコ

ム分光計で FBG の波長シフトを測定し、温度を取得した。図 2 に、800 ms の測定時間で得

られた結果を示す。図 2(a)に示すように、デュアルコム分光によって得られた FBG 透過ス

ペクトルを直線と Gauss 関数でフィットし、中心波長を求めた。フィッティングによる中心

波長の標準偏差として 0.003 nm が得られた。図 2(b)に、デュアルコム分光法によって得ら

れた中心波長と、その時の基準温度計による温度測定値との関係を示す。これを線形フィッ

トした際の残差の標準偏差は 0.2 ℃であった。これによって、FBG を組み込んだオールフ

ァイバ型デュアルコム分光計による温度測定原理が確認できた。 

本研究は JST, ERATO 美濃島知的光シンセサイザプロジェクト（グラント番号

JPMJER1304）の助成を受けて実施された。 
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図1. FBGを組み込んだデュアルコム分光計の実験配置図。
図2. (a): デュアルコム分光により測定したFBGの透過スペク
トル。(b): 測定したFBGの中心波長と校正した温度との関係。
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